
警察官を騙るアポ電の音声
流山警察署提供

犯 人 被 害 者

はい。もしもし。
もしもし。

はい。
あ、恐れ入ります。私、流山警察署生活安全課の山口と申します。

はい。
はい。こちら○○様のご自宅でお間違えはないでしょうか。

はい。
えーとですね。突然からの、警察のご連絡で大変恐縮だったんですが、

はい。
こちら先週の１４日の金曜日にですね、流山市内において１８名の大規
模な詐欺グループの一部を検挙いたしまして、その事件の捜査のご協力
と注意喚起の方でご連絡をさせていただいてます。

はい。
この詐欺グループについて、○○様に何点かご確認したかったんですが、

はい。
えー、実はこの詐欺グループの中にですね、現役の銀行員が３名ほど混
ざってまして、銀行の内部情報を暴力団関係者に提供していたんです。

はい。

で、ここからが○○様に関係してくるお話だったんですが、
はい。

はい。その銀行員の自宅を捜査したところ、個人情報がたくさん記載さ
れた名簿、いわゆるリストという物が発見された上にですね、

はい。
６７通に及ぶ偽造された通帳や偽造されたキャッシュカードを押収した
んですが、

はい。
その中に○○様のご名義の物もございまして

はい。
そこで、確認の一つとして、どんな些細なことでもかまわないんですが、
最近ご自宅の方に何か不審なお電話、訪問、手紙などってなかったでし
ょうか？

実はですね。現在流山署の方に、○○様名義の通帳やキャッシュカード、
これ８行ほど押収しているんです。

はい。
はい。で、今から押収したこの８つのご口座を伝えさせていただきます
ので、ちょっとお使いのものがあるかどうかお調べいただきたいんです
が。メモのご準備お願いできますか。

はい。

メガバンク、地方銀行等８つの金融機関を挙げて、どの金融機関のキャッシュカードを持って
いるかを確認したが、探した末、「妻が管理しているのでよくわからない」と答える。

最近ですね。これ、不正出金というものが、
はい。

不正な引出をしている可能性というものがあるんですけど、えー、実は
なんですけれども、
これ、我々守秘義務というものがあるんで、どなたかということまでは
言えないんですが、えー、これご自宅のですねご近所様の方でも、今朝、
これ実は２件、被害が出ているんです。

２件…。

近所でも被害が出ていることを告げて、通帳やカードの所在を確かめようとするが、不在の妻
が持ち出していることを知ると、トーンが下がる。

では、○○様、また、その、怪しいお電話とか、そういったものが入り
ましたらですね。ちょっと、流山署までご連絡いただいてもよろしいで
しょうか。

では、失礼いたします。
はい。


